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「進路ガイダンス」
「夏は受験の天王山」「夏を制する者は受験を制す」と言われる夏休みがやって来た。きっと君たち

は「この夏こそ！」と強い決意に燃えていることだろう。絶対に失敗が許されない最後の夏休みである
から、しっかりした計画を立てて規則正しい生活を送らねばならない。現役生にとって、この夏休みは
基礎固めの時期。あくまで基礎・基本にこだわり、無理のない実行可能な計画を立て、それを着実に
実践することが肝要だ。「あれもこれもと欲張った計画を立てたが、どれも中途半端に終わった。何を
やったのかわからない。」というのではなく、「これだけのことは確実にこなした！」という実感が残る夏
休みであってほしい。また、「そこそこやれば、なんとかなる。」世の中そうは問屋が卸さない。受験生
である君たちは「滅却心頭火自涼」の意気込みで試練の夏を乗り切ってほしい。
６月２７日（金）に「進路ガイダンス」を実施した。知らなかったこと、改めて認識したことなど意義ある

ものであったと思う。そして、君たちの進路に対しての意欲もさらに上がったことだろう。そこで、数人の
感想を紹介する。

1組男子
今回の進路ガイダンスに参加して、いろいろなことを知ることができました。入試の種類や形式な

どを詳細にわたって教えてくださったので、とても勉強になりました。後半のガイダンスで
はそれぞれの学部の入試方法やその大学の卒業生の進路先、就職率を説明してくださったの
で、自分の進路をより深く、考えることができました。大学での授業内容までは聞くことは
できませんでしたが、今回学んだことを踏まえて、進路意識を強く持ち、受験までの一日一
日を大事に生活していこうと思います。
1組女子
今回、進路ガイダンスに参加していろいろなことを習得することができました。私は前半の１時間は

看護・医療の受験対策についてお話を聞きました。受験がだんだんと近づくにつれ、少し不安もありま
したが、受験についての対策などを教えていただき、頑張ってやっていこうという気になりました。後半
の１時間は、私が受験を希望している学校のお話を聞きました。その場は２対２でした。したがってより
詳しくその学校についての情報を聞くことができました。先生方とも楽しく話すことができ、その学校に
対してさらに興味を持つことができました。今回のガイダンスはいろいろなアドバイスをもらうことがで
き、私にとってたいへん有意義なものでした。今日得たものを忘れずに、受験までの日々を頑張って
いこうと思います。
２組男子
高校に入ってから、何度目かの進路ガイダンスでしたが、今回もとても意義あるものにな

ったと思います。今まで曖昧に思っていた部分もはっきりと解り、とてもすっきりとしました。そして受
験勉強もよりいっそう頑張らなければならないという気になりました。受験の方式や入試科目の配点な
どたくさんのことを詳しく教えていただきました。配布された学校紹介や入試ガイドを見ていると在学生
や卒業生の話が掲載されており、大学のことがとても理解できました。また部活動やサークルなどの記
事もあって、ますます志望大学に入学したいという気になりました。
２組女子
今回の進路ガイダンスは志望する学校ごとに分かれて詳しいお話を聞くことができました。今までは

進路についてそれほど深く考えていませんでしたが、今回のガイダンスに参加して、大学に行きたい
という気が強まりました。勉強意欲がわかないときもありますが、ガイダンスで受けた刺激をバネに、受
験勉強にしっかりと取り組もうと思いました。また、大学の資料をいただき、実際の授業の様子や在学
生の話を知ることができ、大学生活が楽しみになりました。充実した大学生活を送るためにはやはり、
受験期である今を一生懸命頑張っていくことだと思います。つい弱気になるときもありますが、負けず
に受験までの残り時間を充実させ、悔いのないように過ごしたいと思います。
３組女子
私は就職ガイダンスを受講しました。公務員・民間企業の倍率、採用試験などの内容を詳しく説明

していただきました。受講者数は４人でした。面接等の指導をしてくださっている時は、参加者全員が
ひとつでも多くのことを学ぼうと思い、真剣に耳を傾けていました。その結果、いくつかの面接技術を

身につけることができたと思います。最後に、大事なこととして内定は採用決定ではないということ聞き
ました。内定後も成績を大きく下げることなく、無意味な遅刻、欠席をしないようにと強くおっしゃってい
ました。今回、指導を受けたことを意識して、卒業まで充実した学校生活を過ごそうと思います。
４組男子
今日進路ガイダンスが開催されました。私たちは三年生なので、このような機会は大切に

しなければなりません。私が今回痛感したことは、目標と自分の実力の差についてです。目標を持
つことはすばらしいことなのですが、それを達成できるだけの努力が今現在できているかというと、自
信を持ってできているとは言えません。なので、自分の第一志望の大学に合格するにはがむしゃらに
勉強するしかないんだと実感しました。
日々入試は迫ってきます。早い人なら、夏休み明けにあります。もうすぐやってくる夏休みをどう過

ごすか、私たち三年生にとってはとても大事なことです。夏休み、自分の足跡をしっかりと残したいと
思います。
４組女子
私には、これといって将来の夢がありません。志望校も学部もこれまで何度も変えてきました。明確

な未来を思い描くことができず、不安ばかりが募ってきます。そんな思いを抱えながらも選んだ志望大
学は自分の学力を鑑みて、決めた無難な学校でした。しかし、今回受講した学校の様子を実際に聞
いたり、資料を見たりしていると、だんだんと大学に興味がわいてきました。資格の取得や就職のサポ
ートが充実していたり、サークル活動が盛んであったりと楽しそうなキャンパスライフが想像できました。
進路ガイダンスに参加して詳細な知識を得ることで、私の中にまた選択肢が増えました。二年かけ

て決まった目標が揺らいでいます。時間はあまりありませんが、これからもう一度しっかりと頭の中を整
理して、自分がほんとうに行きたいと思える大学を探したいと思います。
５組女子
受験を目前にしてのガイダンスはこれまでと違って、少し緊張しました。隣で一緒に話を聞いている

友達も、もしかしたらライバルになるかもしれないんだと思いました。ガイダンスでの話を聞いて、自分
が行きたい大学、勉強したいこと、将来就きたい仕事がだんだん決まってきました。逆算して考えると、
こういう仕事がしたいからこういうことを学ぶ。こういうことを学びたいからこの大学に入る。このように考
えるようになりました。すると、私にはこの大学しかないんだと思えてきました。大学進学することは親に
ものすごい苦労をかけること、自分の人生の分岐点であること、大学は最後の学校生活であることな
ど、たくさんのことを教えていただき、意義ある２時間でした。そしてこれからは志望大学の合格に向け
て、「勉強！勉強！」に埋もれていきます。
５組女子
私はやりたいことがまだはっきり決まっていないままガイダンスを受けました。大学の先生の話を聞

いているとキャンパスライフが身近に感じてわくわくした反面、受験生という自覚も出てきました。ガイダ
ンスでは、質問に対して熱心に教えてくださり、入試についても理解することができました。そして自分
の進路実現のためにがんばろうと思いました。自分は何がしたいのか、それをはっきりさせ、実現させ
るためにすべきことを計画的に行おうと思います。来年の今頃、第一志望の大学で充実した生活を過
ごしているよう、今この時を後悔なく過ごそうと思っています。

《主な行事予定》

１日(金) 夏季中期補習開始（～7（木））
18日(月) 夏季後期補習開始（～25（月））

就職希望者選考会
26日(火) オープンハイスクール①
27日(水) 〃 ②

１日(月) 始業式
13日(土) 進研模試①
14日(日) 〃 ②
16日(火) 就職試験開始
20日(土) 体育大会
27日(土) 看護模試

８月

９月


